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　Acetone extracts from the bark of 72 tree species collected in Hokkaido were tested to

know their antifungal activity against seven species of plant pathogenic and four species of

wood decay fungi. The extracts from Magnolia obovata THUNB. (Magnoliaceae) and from some

Pinaceae species were found to inhibited the hyphal growth of the fungi tested. Particullarly,

the extracts from the former were recognized to have strong antifungal activity except against

Coriolus versicolor. The same extracts were furthermore fractionated with n-hexane, ethyl

acetate and ether in order to study the antifungal activity of each fraction. As a result, it was

found that the fractions having strong antifungal activity were a　5 ％-NaOH soluble one of

the n-hexane fractions, and　2 ％-Na2CO3 and　5 ％-NaOH soluble ones of the ether soluble

fractions of the ethyl acetate soluble parts.
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　北海道内で採取した樹木（72種）について，樹皮アセトン抽出物の真菌類（植物病原菌7種，

木材腐朽菌4種）に対する抗菌活性を調べた。供試真菌に対し，モクレン科ホオノキやマツ科の

数種が抗菌活性を示した。特にホオノキ樹皮アセトン抽出物は，Coriolus versicolor以外の供試菌

に対し，強い抗菌活性を示した。ホオノキ樹皮アセトン抽出物をさらにn-ヘキサン，酢酸エチル，

エーテルで分画し，各フラクションの抗菌活性を調べた。その結果，n-ヘキサン可溶部のうち，

アルカリ可溶部（5％NaOH可溶部）が，また酢酸エチル可溶部からのエーテル可溶部のうち，

アルカリ可溶部（2％Na2CO3可溶部，5％NaOH可溶部）が，強い抗菌活性を有することが認

められた。
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　1．はじめに

　樹木中には，殺虫，抗菌，防
ばい

黴などの生物活性を示

す成分や，生薬，漢方薬として利用されているように，

薬理作用を示す成分などが含まれていることが知られ

ている。道産森林バイオマスの有効な利用法を開発す

るために，我々は道立衛生研究所と林産試験場との共

同研究，「北海道産森林バイオマスの保健衛生面など

への新規利用法に関する研究」（平成5～7年度）の

一環として，道内に豊富に存在しながら付加価値の高

い用途が確立されていない樹皮の真菌類（植物病原菌

7種，木材腐朽菌4種）に対する抗菌活性を調べた。

なお本要旨は，平成6年度日本木材学会北海道支部大

会（1994年10月，札幌市）における発表の概要である。

　2．供試樹皮および試料の調製

　供試樹皮は，1987年4月から1992年6月の間に，道

立林業試験場（美唄市），同道南支場（函館市），同道

北支場（中川町）の各試験林，旭川，松前，滝川，美

深の各林務署管内の道有林，北海道大学農学部付属植

物園（札幌市），函館市見晴公園内の見本林および三

菱マテリアル株式会社社有林（美唄市）において，針

葉樹21種，広葉樹51種の計72種の樹幹あるいは枝条部

より採取した。

　これらの樹皮粉末100gに対してアセトン1lを添

加し，6日間，室温抽出した。アセトンは2日おきに

新しいものに取り替えた。抽出液をろ過した後，40℃

以下で減圧濃縮し，抽出物濃度0.05g/mlのエタノー

ル溶液を調製した。

3．供試菌

　供試菌には以下の真菌類を使用した。

　　  Lepista sordida HFPRI *190－3

　　　Pythium aphanidermatutm IFO *27030

　　　Rhizoctonia solani IFO 30936

　　　Fusarium oxysporum IFO 30709

　　　Botrytis cinerea 58 SR *3105

　　　Typhula incarnata F*459－1

　　　Typhula ishikarienisis F59－2

　　  Tyromyces palustris FFPRI *50507

　　　Coriolus versicolor FFPRI 1030

　　　Pycnoporus coccineus FFPRI Pslh

　　　Serpula lacrymans FFPRI 0739

　上記で， L. sordidaからT. ishikariensisまでは植

物病原菌として，またT. palutstrisからS. lacrymans

までは代表的な木材腐朽菌として知られている｡

　* 1  HFPRI:北海道立林産試験場保存株

　* 2　IFO ：発酵研究所保存株

　* 3　SR :日本甜菜製糖㈱総合研究所保存株

　* 4　F:日本農薬㈱保存株

　* 5　FFPRI :森林総合研究所保存株

　4．実験方法

　ポテトデキストロース寒天培地（ニッスイ製，以下

PDA培地）に，各樹皮抽出物のエタノール溶液を1

v/v％添加し，PDA培地に対する抽出物濃度が

500mg/lになるように調製して，平板としたものを

試験用培地とした。あらかじめPDA平板培地で培養
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した各供試菌を直径4mmのコルクボーラーで打ち抜

き，試験培地に接種した｡所定期間培養した後，各供

試菌に対する抽出物の抗菌活性を以下に示す菌糸成長

阻止率(Hyphal growth inhibitory ratio ： HGIR)と

して求めた｡

ン抽出物を，第1図に示した方法でn-ヘキサン，酢

酸エチル，エーテルで抽出し，得られた各フラクショ

ンについても前述の方法にてHGIRを求めた。

　Gc：コントロール培地上での菌糸成長半径，

　　　コントロール培地にはエタノールを1

　　　v/v％添加した

　Gt：試験培地（各抽出物を添加した培地）上

　　　での菌糸成長半径

　5．結果と考察

　各供試菌に対する樹皮アセトン抽出物のHGIR測

定結果を第1， 2表に示した｡全体的に，広葉樹より

針葉樹の方が高い値を示し，抗菌活性を持つ樹種が比

較的多いことを示した｡特にマツ科の樹種は，植物病

原菌である L. sordida，，P. aphanidermatum， R. solani，

B. cinerea， T. incarnata， T. ishikariensisに対して

比較的高いHGIRを示した｡広葉樹ではモクレン科

モクレン属,特にホオノキ(Magnolia obovata)が， C.

versicolor以外のすべての供試菌に対して強い抗菌活性

を示した｡　　各供試菌に村して高いHGIRを示した樹皮アセト
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大半の供試菌に対して，ホオノキ樹皮アセトン抽出 

物が最も強い活性を示した。このホオノキ樹皮アセト 

抽出物をn-ヘキサン，酢酸エチル，エーテルで抽出 

して得られた各画分のHGIR測定結果を第3表に示 

した。C. versicolorに対する抗菌活性は，いずれの 

画分においても認められなかった。n-ヘキサン可溶 

部（第1図の①，以下同様），酢酸エチル可溶部②が， 

C．versicolor以外の供試菌に対して高いHGIRを示 

し，各画分のHGIRは52.8～99.2％，56.3～100％で 

あった。残渣（酢酸エチル不溶部③）は抗菌活性をほ 

とんど示さなかった（0～12.1％）。 

n-ヘキサン可溶部をさらにアルカリ（5％NaOH） 

可溶部④と中性部⑤に分画してHGIRを測定したと 

ころ，アルカリ可溶部④に強い抗菌活性がみられた。 

中性部⑤は，R.solani と S .  lacrymans以外の供試 

菌に対しては，抗菌活性を示さなかった。 

一方，酢酸エチル可溶部②からのエーテル可溶部⑥ 

を分画して得られた，アルカリ可溶部（2％Na 2CO3 

可溶部⑧，5％NaOH可溶部⑨），中性部⑩，および 

エーテル不溶部⑦のHG I Rを測定した結果，C.  

versicolor以外の供試菌に対して以下の様な結果と 

なった。エーテル可溶部⑥59.3～ 100％，2％  

Na 2CO 3可溶部⑧70.9～100％，5％NaOH可溶部⑨ 

76.2～100％，同中性部⑩31.9～100％，エーテル不溶 

部⑦17.6～100％。 
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以上の結果をまとめると，次のようになる。 

・ホオノキ樹皮アセトン抽出物は，C. versicolor以 

外の供試菌に対して抗菌活性を示した。 

・ホオノキ樹皮アセトン抽出物のn-ヘキサン可溶部 

①のうち，アルカリ可溶部④が，C. versicolor以 

外の供試菌に対して強い抗菌活性を示した。 

・ホオノキ樹皮アセトン抽出物の酢酸エチル可溶部② 

からのエーテル可溶部⑥のうち，アルカリ可溶部⑧， 

⑨が，C. versicolor以外の供試菌に対して強い抗 

菌活性を示した。 

 
ホオノキ樹皮は“厚朴（和厚朴）”と呼ばれ，古く 

から消化器疾患，精神神経症に適応する生薬として知 

られており，現代でもその筋弛緩作用，抗けいれん作 

用，鎮静作用，抗消化性潰瘍，抗菌作用などの薬理作 

用が確認されている1,2)。ホオノキ樹皮の精油成分3) 

としては，α-，β-pinene，camphen，bornyl acetate 

などのモノテルペン類とα-，β-，γ-eudesmol，な 

どのセスキテルペン類が，メタノール抽出物としては， 

magnolol，honokiol4)などのビフェニル化合物， 

eudesmagnolol，eudeshonokiol，eudesobovatol， 

clovanemagnololなどのセスキテルペンーネオリグナ

ン化合物5～7)，magnoloside A，B，C8,9)などのフェ 

ニルプロパノイド配糖体が報告されている。なかでも 

magnololとhonokiolは，生薬として中枢抑制作用に 

重要な役割を果たすだけでなく1)，稈菌，う食（虫歯） 
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を引き起こすStreptococcus mutansなどのグラム陽 

性細菌に対して抗菌活性を持つことがいくつか報告さ 

れた10～12)。しかし，magnololとhonokiolを含めた

ホオノキ樹皮抽出物の真菌類に対する抗菌活性を検討 

した例は少ない。今回の試験で，ホオノキ樹皮抽出物 

がいくつかの真菌類に対し抗菌活性を持つということ 

が，新たな知見として認められた。また第3表の結果 

より，抗菌作用に寄与する物質が複数存在する可能性 

も示唆された。今後，この抗菌作用に寄与する成分を 

特定するとともに，その利用法の検討が必要である。 

一方，ホオノキ以外の大半の供試樹種は，供試真菌 

に対して抗菌活性を持たないことを示した。しかし試 

験濃度が500mg/lという限られた条件で得られた結 

果であるので，さらに検討を重ねる必要がある。また 

マツ科樹種などのように，一部の供試真菌に対して強 

い抗菌活性を示した樹種がいくつかみられ，これらの 

詳細な検討も行う必要がある。 
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